
 

 

横芝光町の 
ここが聞きたい！ 

～６名の議員が登壇し、町政を問う～ 
登壇者と通告内容 

小倉 弘業 議員 ・・Ｐ５ 
◆ 新型コロナウイルスの対策について 
◆ 災害対策について 
 

川島富士子 議員・・・Ｐ６ 
◆ 町長の政治姿勢について 
◆ 安全で安心なまちづくりについて 
 

・・・Ｐ７ 
◆ 新型コロナウイルス感染症に対する対

応等について 
◆ 町内の交通問題について 

宮薗 博香 議員・・・Ｐ８ 
◆ 「佐藤はるひこ」後援会だよりのこれ

からの重点施策について 
◆ 前回の公約で未達成の事項について 
◆ 芝山鉄道の延伸について 
◆ 財政調整基金の減少について 
◆ 職員の削減について 

秋鹿 幹夫 議員・・・Ｐ９ 
◆ 成田空港機能強化に関する地域振興

について 
◆ 新型コロナウイルス対策について 
 

山﨑 義貞 議員・・・Ｐ10 
◆ 新型コロナウイルスから町民を守る

取り組みについて 
◆ 東陽食肉センターの今後の運営方針

について 
◆ 広報について 

？一般質問とは 
町の行政全般について、執行機関に疑問点をただし見解を求めるものです。議会だ 

よりに掲載される内容は紙面の都合上、要点のみとなっています。掲載できなかった

質問は、町ホームページからご覧いただけますので、町ホーム 
ページ「議会会議録」をご覧ください。 

  なお、会議録の掲載は、議会終了後約３ヶ月を要します。現 
在、令和２年６月議会定例会までご覧いただけます。 

 
 

？  一般質問とは
　町の行政全般について、執行機関に疑問点を問い見解を求めるも
のです。議会だよりに掲載される内容は紙面の都合上、要点のみと
なっています。掲載できなかった質問は、町ホームページからご覧
いただけますので、ホームページ内の「議会会議録」よりご覧くだ
さい。
　なお、会議録の掲載は、議会終了後約３ヶ月を要します。現在、
令和２年７月議会臨時会までご覧いただけます。

横芝光町の
 ここが聞きたい！

～５名の議員が登壇し、町政を問う～

森川　貴恵　議員・・・Ｐ５
◆産直交流施設基本計画について

◆町の環境美化について

◆東陽病院の現状について

川島富士子　議員・・・Ｐ８
◆コロナ禍における諸課題について

◆安全で安心なまちづくりについて

◆優しさあふれるまちづくりについて

宮薗　博香　議員・・・Ｐ６
◆成田国際空港関係について

◆人事について

印東　彦治　議員・・・Ｐ７
◆社会体育施設の予約について

◆安全で安心なまちづくりについて

山﨑　義貞　議員・・・Ｐ９
◆成田空港問題について

◆非核平和都市宣言問題について

◆防災対策問題について

◆鳥獣被害対策問題について

登壇者と通告内容

９月定例会一般質問

横芝光町 議会だより
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横芝光町 議会だより

産
直
交
流
施
設
基

本
計
画
の
現
状
は

平
成
25
年
度
か
ら

検
討
を
始
め
た
産

直
交
流
施
設
建
設
計
画
は
、

学
校
関
係
者
の
指
摘
、
横

芝
光
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
会
議
か
ら
の
意

見
、
事
業
者
の
組
織
化
や

育
成
な
ど
の
課
題
整
理
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
、
圏

央
道
と
銚
子
連
絡
道
路
の

延
伸
や
成
田
空
港
の
更
な

る
機
能
強
化
な
ど
、
町
を

取
り
巻
く
社
会
や
経
済
の

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
で
新
た
な
時
代
を

見
据
え
る
た
め
、
建
設
事

業
は
一
旦
休
止
さ
せ
て
い

る
状
況
で
す
。

一
旦
休
止
の
状
況

を
町
民
に
知
ら
せ

た
か

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
後
、
休
止
の

周
知
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

計
画
や
各
種
調
査

の
た
め
に
支
払
わ

れ
た
金
額
の
総
額
は

経
費
の
総
額
は
約
１
，

１
６
１
万
円
、
そ
の
内

１
，
０
８
４
万
円
が
調
査
や
計

画
策
定
の
経
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。

今
後
に
つ
い
て
の
考
え

は産
直
交
流
施
設
に
つ
い

て
は
、
棚
上
げ
状
態
と

い
う
の
が
正
し
い
表
現
で
す
。

土
地
利
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
点
戦

略
に
位
置
付
け
た
﹁
成
田
空
港

へ
直
結
す
る
幹
線
道
路
の
整
備

促
進　

横
芝
光
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
に
お
け
る
複
合
拠
点

の
形
成
﹂
と
連
携
し
、
計
画
区

域
内
に
民
間
活
力
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
影
響

を
受
け
た
美
化
活
動
行

事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
対

応
は
。

町
内
一
日
清
掃
、
栗
山

川
周
辺
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
中
止
と
し
ま
し
た
。

例
年
に
比
べ
広
く
雑
草
が
繁
茂

し
て
お
り
、
や
は
り
ポ
イ
捨
て

ゴ
ミ
等
が
多
い
状
況
が
あ
る
の

で
、
不
法
投
棄
監
視
員
や
地
域

住
民
の
協
力
で
対
応
し
ま
す
。

不
法
投
棄
の
現
状
は

現
在
町
内
の
産
業
廃
棄

物
不
適
正
案
件
は
18
件

あ
り
、
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。不

法
投
棄
撲
滅
に
向
け

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か

産
業
廃
棄
物
の
処
理
責

任
は
、
当
然
な
が
ら
行

為
者
に
あ
り
、
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
山
武
地
域
振
興
事

務
所
と
連
携
し
、
行
為
者
に
粘

り
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
監
視
員
や
職

員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
行
為
者

が
特
定
で
き
ず
民
地
に
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
町
で

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
県
や

警
察
等
へ
連
絡
し
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
陽
病
院
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
は

森 川 貴 恵 議員

平成31年度末オープン予定
　産直交流施設基本計画の現状は

　建設事業は一旦休止状態

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
る
院
内
感
染

が
発
生
し
休
診
と
し
た
影
響
が

大
き
く
、
４
月
・
５
月
の
収
入

見
込
み
に
対
す
る
減
収
額
は
５
，

０
０
０
万
円
程
度
で
、
今
後
更

な
る
収
益
減
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
外
来
患
者
数
・
入
院
患

者
数
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
４

月
か
ら
７
月
ま
で
は
、
前
年
同

期
と
比
べ
外
来
で
25
％
減
、
入

院
で
４
．６
％
減
と
な
り
ま
し

た
。
院
内
の
感
染
防
止
を
図
る

た
め
、
外
来
患
者
に
つ
い
て
は
、

発
熱
や
感
染
疑
い
の
診
察
待
ち

時
間
が
長
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
入
院
患
者
に
つ
い
て
も
、

面
会
時
間
を
事
前
に
調
整
し
短

時
間
で
の
面
会
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

▲

東
陽
病
院
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横芝光町 議会だより

成
田
空
港
の
更
な
る
機

能
強
化
に
つ
い
て
は
、

町
長
は
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ

と
な
く
、
町
の
将
来
を
考
え
て

調
印
し
た
と
言
い
ま
し
た
が
、

私
に
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
よ
う

に
映
っ
て
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

か
と
言
い
ま
す
と
、
町
長
は
平

成
29
年
２
月
６
日
付
け
で
、
国

土
交
通
省
、
千
葉
県
及
び
成
田

国
際
空
港
株
式
会
社
︵
Ｎ
Ａ

Ａ
︶
に
﹁
成
田
空
港
の
更
な
る

機
能
強
化
案
﹂
に
係
る
地
域
振

興
策
に
つ
い
て
８
項
目
を
要
望

し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
、

千
葉
県
が
取
り
ま
と
め
役
と
な

り
、
成
田
空
港
に
関
す
る
四
者

協
議
会
は
﹁
実
施
プ
ラ
ン
﹂
を

策
定
し
ま
し
た
。
要
望
し
て
か

ら
３
年
６
か
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
①
芝
山
鉄
道
の
芝
山
千

宮 薗 博 香 議員

代
田
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
横
芝
駅
ま
で

の
延
伸
に
つ
い
て
、
②
総
武
本

線
の
Ｊ
Ｒ
横
芝
駅
発
着
便
の
増

加
等
に
つ
い
て
、
③
成
田
国
際

空
港
へ
直
結
す
る
道
路
整
備
等

に
つ
い
て
、
④
工
業
団
地
の
誘

致
に
つ
い
て
、
⑤
空
港
関
連
企

業
の
誘
致
に
つ
い
て
、
⑥
公
共

機
関
等
の
誘
致
に
つ
い
て
、
⑦

国
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
、
⑧
税
関
の
所
管
の
変

更
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
の
中
で
延
伸
に
対

す
る
温
度
差
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
芝
山
鉄
道
延
伸
連
絡

協
議
会
な
ど
で
意
見
交
換
を
行

い
、
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
②

Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
か
ら
は
、

今
後
も
検
討
を
進
め
て
い
く
が
、

現
状
で
は
厳
し
い
と
い
う
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
③
実

施
プ
ラ
ン
に
は
、
空
港
周
辺
市

町
の
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
・
生

活
拠
点
の
整
備
に
合
わ
せ
て
空

港
の
東
部
・
南
部
を
含
め
、
必

要
な
道
路
の
検
討
や
整
備
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
町
の

施
策
事
業
と
し
て
町
道
Ⅰ
︱
18

号
線
道
路
改
良
事
業
（
宝
米
～

新
井
地
区
）
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
④
⑤
⑥
に
つ
い
て
は
、

実
施
プ
ラ
ン
で
は
企
業
誘
致
促

進
事
業
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
は
、
企
業
立
地
促
進
条
例

の
制
定
や
産
業
導
入
拠
点
形
成

戦
略
調
査
な
ど
を
進
め
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

深
め
、
企
業
誘
致
に
努
め
て
い

ま
す
。
⑦
現
状
で
は
、
県
営
事

業
に
切
り
替
え
た
上
で
、
事
業

の
実
現
化
に
向
け
て
地
元
の
意

向
を
重
視
し
な
が
ら
県
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
⑧
輸
出
入

申
告
官
署
の
自
由
化
に
よ
り
税

関
手
続
き
の
不
都
合
さ
が
解
消

さ
れ
た
こ
と
か
ら
要
望
事
項
か

ら
は
ず
し
、
栗
山
川
及
び
高
谷

川
の
河
川
改
修
等
の
治
水
対
策

と
成
田
用
水
施
設
機
能
強
化
を

追
加
要
望
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

栗
山
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

は
、
現
在
河
口
か
ら
多
古
町
飯

土
井
橋
ま
で
の
区
間
の
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
。
成
田
用
水
施

設
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
実

施
プ
ラ
ン
に
地
元
負
担
の
軽
減

を
図
り
な
が
ら
、
施
設
の
老
朽

化
対
策
と
大
規
模
震
災
対
策
を

行
い
ま
す
と
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
事
業
は
進
捗
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
事
項
は
大
半
が

 
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
る

▲

栗
山
川

▲

Ｊ
Ｒ
横
芝
駅

一
般
質
問
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横芝光町 議会だより

社
会
体
育
施
設
の

予
約
状
況
に
つ
い

　
　

て
予
約
の
方
法
は
、

よ
り
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
施
設
予
約
管

理
電
算
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
お
り
ま
す
が
、
電
話

で
も
受
け
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
横
芝
光
町
社
会
体

育
施
設
施
行
規
則
第
３
条

第
３
項
に
よ
り
、
町
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方

は
、
利
用
し
よ
う
と
す
る

日
の
２
か
月
前
、
そ
れ
以

外
の
方
は
、
利
用
し
よ
う

と
す
る
日
の
１
か
月
前
か

ら
予
約
が
で
き
る
規
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
坂
田
池

公
園
の
利
用
状
況

に
つ
い
て令

和
２
年
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
４

月
、
５
月
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
臨
時
休
場

と
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

６
月
か
ら
７
月
と
な
り
ま
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
そ
の

他
の
団
体
の
３
団
体
が
利
用
し

12
回
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
土
日

祝
日
を
多
く
利
用
し
て
い
る
団

体
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
、
６

月
は
土
日
祝
日
が
８
日
で
予
約

が
５
．５
日
、
利
用
が
２
．５
日
、

７
月
は
土
日
祝
日
が
10
日
で
予

約
が
10
日
、
利
用
が
６
日
で
あ

り
、
土
日
祝
日
の
合
計
が
18
日

で
、
予
約
の
合
計
が
15
．５
日

で
86
％
、
利
用
の
合
計
が
８
．

５
日
で
47
．２
％
で
あ
り
ま
し

た
。

利
用
者
の
偏
り
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

偏
り
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
よ

り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
運

用
方
法
な
ど
を
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

一
つ
の
施
設
を
１
か
月
の
う
ち

同
じ
団
体
が
土
日
祝
日
の
全
て

を
予
約
す
る
場
合
は
、
活
動
状

況
な
ど
を
考
慮
し
調
整
を
行
う

な
ど
予
約
方
法
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

社
会
体
育
施
設
な
ど
の
予
約
方

法
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
再
度

周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
定

期
的
な
広
報
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。防

犯
指
導
員
の
現
状
に

つ
い
て

防
犯
指
導
員
は
町
民
の

安
全
で
安
心
な
生
活
を

維
持
す
る
た
め
、
各
地
区
か
ら

推
薦
さ
れ
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
方
た
ち
で
す
。
現
在
は
会

印 東 彦 治 議員

長
以
下
70
名
の
防
犯
指
導
員
が

委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
青
色
回
転

灯
装
着
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
や
、
町
開
催
イ
ベ
ン
ト
時

の
場
内
警
備
、
各
戸
訪
問
に
よ

る
防
犯
家
屋
診
断
等
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区

か
ら
推
薦
さ
れ
た
防
犯
指
導
員

は
、
地
区
行
事
へ
の
出
動
依
頼

も
あ
り
役
割
も
多
い
た
め
、
２

年
ご
と
の
任
期
満
了
時
に
は
、

各
地
区
か
ら
の
選
出
に
苦
慮
す

る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

災
害
廃
棄
物
処
理
に
つ

い
て

災
害
廃
棄
物
処
理
の
基

本
的
な
考
え
方
で
す
が
、

災
害
廃
棄
物
は
一
般
廃
棄
物
に

該
当
す
る
た
め
、
処
理
主
体
は

町
と
な
り
ま
す
。
当
町
に
お
い

て
一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
環
境

衛
生
組
合
に
よ
る
広
域
処
理
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合

や
構
成
市
町
と
の
連
携
が
重
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
町
で

は
現
状
に
則
し
た
具
体
的
な
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
で
、
災
害
発
生
に
備
え

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ふれあい坂田池公園野球場の
 利用者の偏りの改善は

一
般
質
問
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横芝光町 議会だより

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、﹁
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ

ぽ
﹂
の
拡
充
・
町
内
に
お
け
る

入
所
施
設
整
備
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
設
置
に
伴
う
知
的
障
害

者
︵
児
︶
等
へ
の
行
政
支
援
を
。

﹁
親
亡
き
後
問
題
﹂、
障

害
者
（
児
）
の
増
加
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
施
設
の
不
足
な
ど
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
町
が
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
設
置
す
る

﹁
た
ん
ぽ
ぽ
﹂
の
役
割
に
つ
い

て
改
め
て
整
理
す
る
必
要
性
を

感
じ
、
昨
年
度
、
利
用
者
家
族
、

指
定
管
理
者
、
町
内
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
﹁
た
ん
ぽ
ぽ
﹂
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
自
立
へ
の
早
期
移
行
、

川 島 富士子 議員

他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の

併
用
、
定
年
退
所
と
い
う
利
用

に
関
す
る
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ

と
で
、
親
亡
き
後
を
見
据
え
た

備
え
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
定

期
的
に
新
規
利
用
者
の
受
け
入

れ
が
可
能
と
な
り
、
世
代
間
の

公
平
性
を
確
保
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
入
所
施
設

は
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
社

会
の
中
で
人
々
と
共
生
し
、
そ

の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
て
地
域
生
活
へ
の
移
行
の

推
進
が
さ
れ
て
お
り
、
千
葉
県

で
は
新
た
な
入
所
施
設
は
設
置

せ
ず
、
地
域
に
お
け
る
住
ま
い

の
場
の
確
保
と
し
て
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
が
最
重
要
施

策
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
障
害
者
を
対
象
と

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
障

害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き
、

主
に
夜
間
に
お
い
て
日
常
生
活

上
の
援
助
を
中
心
に
自
立
し
た

生
活
を
す
る
も
の
で
、
孤
立
の

防
止
、
生
活
へ
の
不
安
の
軽
減
、

共
同
生
活
に
よ
る
身
体
・
精
神

状
態
の
安
定
な
ど
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
当
町
も
第
５
期

障
害
福
祉
計
画
で
﹁
入
所
等
か

ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
、
地
域

生
活
の
継
続
の
支
援
、
就
労
支

援
等
の
課
題
に
対
応
し
た
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
整
備
﹂
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
減

少
と
高
齢
化
の
た
め
福
祉
人

材
の
確
保
が
難
し
く
、
な
か

な
か
新
規
事
業
者
が
現
れ
な

い
状
況
で
す
。
町
は
、
障
害

の
あ
る
方
が
で
き
る
限
り
身

近
な
地
域
で
生
活
で
き
る
環

境
整
備
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
は
必
要
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
県
が
設

置
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
支
援
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と

連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

知
的
障
害
者
︵
児
︶
等
へ
の
行
政
支
援
を

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

支
援
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携
を
図
る

※
そ
の
他
の
質
問

◎
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
諸

課
題
に
つ
い
て
︵
災
害

お
よ
び
今
後
の
対
策
︶

•
地
域
全
体
で
様
々
な
災

害
に
備
え
る
た
め
の
対

策
に
つ
い
て

•
第
２
波
に
備
え
た
対
策

に
つ
い
て

•
避
難
所
運
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て

•
小
中
学
校
の
熱
中
症
対

策
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
関
連
事
業
等
に

つ
い
て

•
「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
向
け
た
諸
施
策
の
具

体
化
に
つ
い
て

◎
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
諸

課
題
に
つ
い
て
︵
医
療

費
等
助
成
制
度
の
現
物

給
付
化
︶

•
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
つ

い
て

◎
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
︵
県
道

横
芝
下
総
線
バ
イ
パ
ス

の
安
全
対
策
︶

•
反
射
材
な
ど
の
整
備
に

つ
い
て

一
般
質
問

▲

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
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横芝光町非核平和宣言
　世界の恒久平和と人類の安全は、世界共通の強い願いである。
しかしながら、いまなお核兵器は存在しすべての人類に脅威を
与え続けている。
　このかけがえのない地球の平和と命を核から守るため、私た
ち横芝光町民は、人類史上最初の核被爆国民として、非核三原
則を堅持し、すべての核兵器がこの地球上から廃絶される日が
来ることを希求し、ここに非核平和を宣言する。

横芝光町 議会だより

当
町
は
﹁
す
べ
て

の
核
兵
器
が
こ
の

地
球
上
か
ら
廃
絶
さ
れ
る

日
が
来
る
こ
と
を
希
求
し

非
核
平
和
を
宣
言
す
る
﹂

と
高
ら
か
に
宣
言
を
し
て

い
ま
す
。
非
核
平
和
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
の
被
爆
者
が

訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際

署
名
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
）
に
賛
同
す
る
と
と

も
に
、
８
月
２
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
山
武
郡
市
平
和

行
進
へ
の
後
援
と
激
励
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

戦
争
の
悲
劇
や
惨
禍
を
二

度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
将
来
に
渡
り
伝
え

て
行
く
こ
と
は
、
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｎ
Ａ
Ａ
が
発
表
し

た
﹁
７
月
空
港
運

用
状
況
﹂
で
は
、
旅
客
総

数
が
93
％
減
、
国
際
線
利

用
が
97
％
減
、
国
内
線
利

用
が
72
％
減
と
な
っ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
新
た
な
生
活
様

式
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と

き
に
、﹁
成
田
空
港
の
更
な
る

機
能
強
化
﹂
を
見
直
す
必
要
が

生
じ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
多
く
の
騒
音
下
住
民
が
反

対
し
て
い
る
飛
行
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
も
見
直
し
を
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

航
空
機
の
大
幅
な
減
便

や
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
店
舗

の
売
り
上
げ
の
落
ち
込
み
な
ど
、

Ｎ
Ａ
Ａ
の
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
Ｎ
Ａ
Ａ
か
ら
は
、
一
定
の

期
間
が
経
過
す
る
と
航
空
需
要

が
回
復
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

こ
と
、
ま
た
、
Ａ
滑
走
路
の
夜

間
飛
行
制
限
変
更
を
含
む
更
な

る
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
中

長
期
的
な
航
空
需
要
に
対
す
る

た
め
必
要
な
施
策
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
段
階
で
は
計
画
ど
お

り
進
め
る
と
聞
い
て
お
り
、
当

町
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
成
田
空
港
自
治
体
連

絡
協
議
会
で
は
、
８
月
21
日
に

﹁
成
田
国
際
空
港
に
係
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
国
に
提

出
し
、
そ
の
中
で
更
な
る
機
能

強
化
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
予

定
ど
お
り
推
進
す
る
こ
と
を
要

望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
千
葉
県
全
体
に
広
が
り
、

年
々
増
加
す
る
野
生
イ
ノ
シ
シ

被
害
に
対
す
る
早
期
の
駆
除
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
内
で
も
複
数
箇
所
で

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

や
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
農
地
や
農
作
物
被
害
を

山 﨑 義 貞 議員

防
止
す
る
た
め
、
猟
友
会
と
連

携
し
箱
わ
な
を
設
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
度
か
ら
獣

類
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
通
年

実
施
で
き
る
よ
う
対
策
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
用
と
し
て
箱
わ
な
３
基
、
く

く
り
わ
な
20
基
を
新
た
に
整
備

し
、
昨
年
度
は
３
頭
の
イ
ノ
シ

シ
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

非核平和都市宣言している
　　　　　当町の取り組みは

山武郡市平和行進への後援と激励
一
般
質
問
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成田国際空港




